
  第２7－12号 

 
 

日時： 平成２７年11月3日（火）１３時～１５時 天候：晴れ 気温17℃      

場所： 神奈川県自然環境保全センター 自然観察園 

 

観察テーマ：「紅や黄色に染まる谷戸の晩秋」 

このところ朝夕気温が１０℃前後まで下がり、ユリノキ、モミジバフウ、スズカケノキなど広葉樹が色づき始め 

谷戸も秋らしくなってきました。 

林の中ではクヌギが小枝を落とし、林床ではリンドウの薄いブルーの花を見つけ、参加者の方々が喜んでお

られました。自生しているリンドウの花を見て、野に咲く花はやはり野の中で見るのが一番美しいようです。  

リュウノウギクもこの時期、毎年同じところで花が観察され、懐かしく思いました。 

 

深まりゆく晩秋の七沢 

 

落ち葉 

 

この時期、鳥たちの食べものが沢山あるためか、シジュウカラ、エナガの混群、コゲラ、アオジ、モズ、 

ヤマガラ、ウグイス、カルガモたちが谷戸をにぎわしていました。 

 

 

カラスウリ 

 

リンドウ 

 

リュウノウギク 

 

カルガモ 

 

キッコウハグマ 

 

ツルグミ 

 

自然環境保全センター主催ミニ観察会の当クラブ担当は、毎月第４日曜日と指定された祝日です。午後１時本館 

玄関前集合です。私達と午後のひとときを自然の中で過ごしませんか。 

ＮＰＯ法人 かながわフィールドスタッフクラブ 

http:://www.npokfsc.com/ 

 

 


